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コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
に
は
九
六
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
サ
イ
ズ
の
投
入

が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
万
二
五
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ

サ
イ
ズ
の
建
造
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
も
囁
か
れ
て

い
ま
す
。
既
存
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
コ
ン
テ

ナ
船
の
大
型
化
に
対
応
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
船
の
歴
史

原
油
を
運
ぶ
タ
ン
カ
ー
や
、
バ
ル
カ
ー
と
呼
ば
れ

る
撤
積
船
、
そ
し
て
コ
ン
テ
ナ
船
の
よ
う
な
同
一
形

態
の
貨
物
を
一
度
に
大
量
に
輸
送
す
る
場
合
、
船
舶

が
大
型
で
あ
る
ほ
ど
輸
送
貨
物
の
単
位
当
た
り
輸
送

コ
ス
ト
は
減
少
し
ま
す
。
船
舶
の
大
型
化
に
よ
る
船

価
上
昇
の
度
合
い
に
比
べ
、
そ
れ
ほ
ど
船
員
費
や
燃

料
費
は
増
加
し
な
い
か
ら
で
す
。

コ
ン
テ
ナ
船
の
場
合
に
は
コ
ン
テ
ナ
一
個
当
た
り

の
輸
送
コ
ス
ト
が
下
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
大
型
化
に

よ
っ
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
の
で
す
。

船
会
社
に
と
っ
て
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
を
運
航
す
る
こ

と
は
価
格
競
争
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
定
期
船
市
場
の
競

争
が
激
化
し
、
船
会
社
は
競
争
力
強
化
の
た
め
の
経

営
改
善
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
（
国
際
企
業
同
士
の
戦
略
的
提
携
）
が

活
発
化
し
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
共
同
利
用
な

ど
合
理
化
策
が
進
め
ら
れ
た
ほ
か
、
コ
ン
テ
ナ
船
の

大
型
化
が
急
速
に
進
展
し
ま
し
た
。
パ
ナ
マ
運
河
の

通
航
制
限
を
考
慮
し
な
く
て
も
い
い
欧
州
航
路
か
ら

コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
が
進
み
、
太
平
洋
航
路
に
お

い
て
も
西
岸
航
路
で
ポ
ス
ト
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
型
の
大

型
化
が
加
速
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
船
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
コ
ン
テ
ナ
船
が
登
場
し
た
の
は
一
九
五
七
年
。

シ
ー
ラ
ン
ド
の
改
装
コ
ン
テ
ナ
船
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

シ
テ
ィ
」
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〜
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
間
に

投
入
さ
れ
た
の
が
最
初
で
す
。
同
船
の
搭
載
能
力
は

三
五
フ
ィ
ー
ト
の
コ
ン
テ
ナ
二
二
六
個
で
し
た
。
日

本
で
は
一
九
六
八
年
に
太
平
洋
航
路
に
就
航
し
た
日

本
郵
船
の
「
箱
根
丸
」
が
最
初
で
、
七
五
二
Ｔ
Ｅ
Ｕ

積
み
の
新
造
フ
ル
コ
ン
テ
ナ
船
で
し
た
。

そ
の
後
、
貨
物
の
コ
ン
テ
ナ
化
が
加
速
す
る
に
つ

れ
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
も
進
展
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
一
九
八
八
年
に
は
「
パ
ナ
マ
運
河
を
通

航
で
き
る
最
大
船
型
」
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
常
識
を

打
ち
破
る
コ
ン
テ
ナ
船
が
登
場
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｌ

の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ト
ル
ー
マ
ン
、
四
三
四
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ

積
み
で
す
。
こ
の
船
は
パ
ナ
マ
運
河
の
通
行
制
限
を

超
え
る
と
い
う
意
味
で
、「
オ
ー
バ
ー
パ
ナ
マ
ッ
ク

ス
」
も
し
く
は
「
ポ
ス
ト
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、「
オ
ー
バ
ー
パ
ナ
マ
ッ
ク

ス
」
型
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
建
造
が
続
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
欧
州
／
ア
ジ
ア
や
北
米
西
岸
航
路
な
ど

の
基
幹
航
路
に
投
入
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
が
「
オ
ー
バ

ー
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
」
型
の
コ
ン
テ
ナ
船
に
な
り
ま
し

た
。
一
九
九
六
年
に
就
航
し
た
レ
ジ
ナ
マ
ー
ス
ク
は

六
四
一
八
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
、
遂
に
六
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の

大
台
を
突
破
。
翌
年
に
就
航
し
た
マ
ー
ス
ク
ラ
イ
ン

の
ソ
ブ
リ
ン
マ
ー
ス

ク
は
公
称
で
六
六
〇

〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
積
み
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
は
八
〇
〇
〇
Ｔ

Ｅ
Ｕ
以
上
の
コ
ン
テ

ナ
が
積
載
可
能
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
一
年
に
は
ハ
パ

ッ
グ
ロ
イ
ド
が
七
五

〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
を
投

入
、
二
〇
〇
三
年
に

Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｌ
が
八
〇
〇

〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
を
投
入

す
る
な
ど
、
大
型
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
現
在
、
韓
国
の
サ
ム
ソ
ン
重
工
で
は
九
六

〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
を
建
造
中
で
、
今
年
末
か
ら
来
年
初

め
に
は
チ
ャ
イ
ナ
シ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

る
予
定
で
す
。
マ
ー
ス
ク
シ
ー
ラ
ン
ド
が
一
万
二
五

〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
の
建
造
を
計
画
中
と
の
噂
も
耳
に
し

ま
す
。

ち
な
み
に
二
〇
〇
三
年
に
造
船
所
に
発
注
さ
れ
た

コ
ン
テ
ナ
船
は
全
世
界
で
合
計
四
六
五
隻
で
し
た
。

そ
の
う
ち
七
四
隻
が
八
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
、
二
二
隻

が
九
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
で
す
。
全
体
の
二
〇
％
が
八

〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
以
上
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
と
い
う
計

算
に
な
り
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
の
発
注
は
八
〇
〇
〇

Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
が
二
八
隻
、
九
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
が
一
四

隻
で
し
た
。
こ
れ
ら
建
造
中
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
は

二
〇
〇
六
年
以
降
、
世
界
各
地
に
続
々
と
投
入
さ

コンテナ船大型化の盲点
《第7回》
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れ
る
わ
け
で
す
。

大
型
化
に
伴
う
デ
メ
リ
ッ
ト

コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
に
よ
っ
て
単
位
当
た
り
の

輸
送
コ
ス
ト
が
下
が
る
た
め
、
定
期
船
社
が
大
型
化

を
加
速
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
冒
頭
で
触
れ
ま
し
た
。
米

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
金
融
ア
ナ
リ
ス
ト
の
最
近
の
レ
ポ

ー
ト
に
よ
る
と
、
八
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
の
コ
ン
テ
ナ

船
は
従
来
の
ポ
ス
ト
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
型
コ
ン
テ
ナ
船
に

比
べ
て
一
〇
〜
一
五
％
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、

二
〇
〇
五
年
後
半
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
投
入
が
予
定

さ
れ
て
い
る
九
〇
〇
〇
〜
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
で
は
、
八

〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
と
比
較
し
て
、
さ
ら
に
一
〇
〜
一

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
十
分
な
貨
物
を
確
保
で
き
る
こ

と
が
前
提
条
件
で
す
。
積
載
率
が
低
い
場
合
に
は
逆

に
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
定
期
船
社
が
同
じ
よ
う
に
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
を

建
造
す
る
と
、
将
来
は
船
腹
過
剰
に
よ
っ
て
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
混
乱
を
招
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

船
舶
の
建
造
に
関
す
る
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。
技

術
的
な
部
分
は
か
な
り
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
コ
ス
ト
の
面
で
は
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

一
万
二
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
に
な
る
と
エ
ン
ジ
ン
の
プ

ロ
ペ
ラ
が
二
軸
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
結
果

と
し
て
建
造
費
の
大
幅
ア
ッ
プ
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
プ
ロ
ペ
ラ
を
増
や
さ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
分

ス
ピ
ー
ド
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

パ
ナ
マ
運
河
や
ス
エ
ズ
運
河
の
通
航
制
限
を
超
え

る
と
、
航
路
に
よ
っ
て
は
投
入
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
荷
役
設
備
や
水
深
の
関
係
で

大
型
コ
ン
テ
ナ
船
に
対
応
で
き
な
い
港
湾
も
あ
り
、

受
け
入
れ
は
限
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
フ
ィ
ー
ダ

ー
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ

ン
テ
ナ
の
積
み
卸
し
に
時
間
が
掛
か
り
、
船
の
停
泊

日
数
が
延
び
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
入
港
後
、

最
初
に
陸
揚
げ
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
と
最
後
に
陸
揚
げ

さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
で
日
数
差
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

例
え
ば
、
米
国
西
海
岸
の
よ
う
に
混
雑
の
激
し
い
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
よ
り
混
雑
が
悪
化
す
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

米
国
西
岸
が
パ
ン
ク
す
る

コ
ン
テ
ナ
船
の
出
入
港
お
よ
び
荷
役
の
役
割
を
果

もり・たかゆき 1975年大阪商船三井船舶入社。
97年MOL Distribution GmbH社長、2001年
丸和運輸機関海外事業本部長、2004年1月より現
職。主な著書は「外航海運概論」（成山堂）、「外航
海運のABC」（成山堂）、「外航海運とコンテナ輸送」
（鳥影社）、「豪華客船を愉しむ」（PHP新書）など。
日本海運経済学会、日本物流学会、ILT（英）等会
員。青山学院大学、長崎県立大学等非常勤講師、
東京海洋大学海洋工学部講師



OCTOBER  2005 84

た
す
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
、
コ
ン
テ
ナ
船
大
型

化
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
ま
す
。
水
深
の
確
保
や
荷
役

関
連
機
器
の
能
力
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
取
扱
量
増
加
に

応
じ
た
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
そ
の
も
の
の
処
理
能

力
の
向
上
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
八
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型

の
場
合
、
横
一
八
列
に
対
応
し
た
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ

ー
ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
水
深
は
一
五
メ
ー
ト
ル
が

必
要
で
す
。
八
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
に
つ
い
て
は
主
要

港
の
多
く
が
対
応
済
み
、
も
し
く
は
現
在
設
備
能
力

を
拡
大
中
と
い
う
段
階
に
あ
り
ま
す
。

問
題
は
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
超
の
場
合
で
す
。
横
二
〇
列

以
上
に
対
応
で
き
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
必
要

に
な
る
ほ
か
、
水
深
も
一
五
メ
ー
ト
ル
で
は
不
十
分

で
す
。
現
在
、
設
備
を
増
強
中
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
は
将
来
の
需
要
を
見
込
ん
で
一
六
メ
ー
ト
ル

水
深
の
バ
ー
ス
建
設
を
計
画
に
織
り
込
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
対
策

を
講
じ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

九
・
一
一
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、
世
界
各

地
の
港
湾
施
設
は
安
全
対
策
を
強
化
す
る
た
め
の
投

資
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

能
力
ア
ッ
プ
に
必
要
と
さ
れ
る
投
資
は
新
た
な
コ
ス

ト
負
担
と
し
て
重
く
の
し
掛
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

港
湾
施
設
で
の
投
資
は
最
終
的
に
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

定
期
船
社
に
コ
ス
ト
と
し
て
跳
ね
返
っ
て
き
ま
す
。

現
在
、
日
本
の
主
要
港
も
コ
ン
テ
ナ
船
大
型
化
へ

の
対
応
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
膨
大
な
設
備
投
資
に

見
合
う
だ
け
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
を
確
保
で
き
ず
、

減
価
償
却
を
済
ま
せ
る
こ
と
さ
え
も
苦
し
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
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ア
ジ
ア
の
港
湾
の
多
く
は
十
分
な
設
備
能
力
を
有

す
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
題
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
な
ど
米
国

西
岸
の
港
湾
施
設
で
す
。
環
境
問
題
や
地
域
住
民
と

の
関
係
、
あ
る
い
は
労
働
組
合
や
鉄
道
の
能
力
な
ど

の
問
題
で
、
こ
れ
以
上
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

拡
張
は
困
難
な
状
況
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
船
の
さ
ら
な

る
大
型
化
が
昨
年
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
混
雑
を
再
び
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

大
型
船
の
場
合
、
簡
単
に
他
港
に
振
り
替
え
る
こ
と

も
難
し
く
な
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
船
大
型
化
の
一
番

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
米
国
西
岸
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

タ
ン
カ
ー
大
型
化
で
得
た
教
訓

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
コ
ン
テ
ナ
船
が
登
場
し
て

以
来
、
お
よ
そ
五
〇
年
の
間
に
そ
の
積
載
能
力
は
十

数
倍
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
船
は
短
期
間
で
急

速
に
大
型
化
が
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
も
大
型

化
へ
の
道
を
歩
み
続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
技
術
面

で
は
問
題
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
経
済
的
な
側

面
か
ら
い
ず
れ
限
界
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
。
大
型
化

一
辺
倒
で
は
な
く
、
航
路
ご
と
に
最
適
な
船
型
が
選

択
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
海
峡
や
運
河
な

ど
通
航
制
限
と
い
っ
た
航
路
条
件
、
港
湾
の
水
深
や

荷
役
設
備
な
ど
の
港
湾
条
件
、
船
舶
の
エ
ン
ジ
ン
、

造
船
所
の
建
造
能
力
、
船
価
・
燃
料
費
と
い
っ
た
運

航
コ
ス
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
船
型
は
決
ま

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
は
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
コ
ス
ト

増
や
、
荷
役
時
間
が
延
び
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
維
持

に
追
加
船
舶
の
投
入
が
必
要
に
な
る
な
ど
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
を
招
き
ま
す
。
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
タ
イ
ム
が
長
く

な
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。
経
済
性
と
最
適
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
今
後
も
引
き
続
き
大
型
化
が
進
む
と
は
考
え
に

く
く
、
む
し
ろ
大
型
化
は
限
界
の
域
に
達
し
て
い
る

と
判
断
で
き
そ
う
で
す
。

現
在
建
造
中
の
九
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
は
欧
州
／

ア
ジ
ア
な
ど
特
定
航
路
の
み
で
就
航
し
、
同
時
に
航

路
に
よ
っ
て
は
中
小
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
需
要
も
存
在

す
る
。
つ
ま
り
、
色
々
な
サ
イ
ズ
の
コ
ン
テ
ナ
船
が

航
路
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
時
代
が
到
来
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
原
油
タ
ン
カ

ー
で
は
以
前
に
五
〇
万
重
量
ト
ン
ク
ラ
ス
が
建
造
さ

れ
ま
し
た
が
、
結
局
投
入
さ
れ
た
の
は
四
隻
ど
ま
り

で
し
た
。
し
か
も
そ
の
四
隻
は
現
在
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

あ
る
い
は
備
蓄
船
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
運
航

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
呼
ば
れ
る
大
型
タ

ン
カ
ー
の
主
力
は
三
〇
万
重
量
ト
ン
で
あ
る
と
い
う

の
が
実
情
な
の
で
す
。


